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標準ビュー

詳細ビュー
レコードのすべての情報を表⽰

参考⽂献リスト作成の引⽤時に必要な項⽬を表⽰

著者、表題、ソースなど主要な項⽬に絞って表⽰

引⽤ビュー

１-3．画⾯各部の名称

2

メニューバーA.
新規作成ボタンB.

E.
F.

G.

H.

C.

D.

サイドメニュー

アカウント表⽰

レコード検索

上部メニュー

レコード

ツール類

A. メニューバー
フォルダ /参考⽂献 /レコードの新規作成ボタンです。

RefWorks で⾏うほとんどの操作は、このメニューから始めます。

B. 新規作成ボタン

上図を参照ください。C. ツール類
RefWorks では、取り込んた⽂献情報を” レコード” と呼びます。D. レコード

キーワードを⼊⼒して検索ボタンを押すとRefWorks 内に保存した
レコードを検索することができます。

G. レコード検索
所属機関名と登録した⽒名が表⽰されます。F. アカウント表⽰

フォルダの⼀覧や、よく使うメニューにワンクリックでたどりつける
クイックアクセスメニューなどがあります。

レコードをドラッグ＆ドロップで、より直感的に操作できるようになりました。
レコードをフォルダへ移動したり、レコードから参考⽂献リストを作成したりできます。
各レコードの ID が表⽰されているグレーの部分をドラッグし、右側のメニューでドロッ
プします。 複数のレコードを⼀度に操作する場合は、上部の” 選択したレコード” ,
” ページ” ,” すべてのレコード” の部分をドラッグします。

＜ドラッグ＆ドロップで⾏える操作＞
・マイリストへの追加
・各フォルダへの追加
・エクスポート
・レコードの削除
・レコードの印刷

H. サイドメニュー

表⽰⾔語の切り替えや、プロフィールの更新などのメニューです。E. 上部メニュー

フォルダを選択して閲覧します（→Ｐ.11）

複数件をまとめて編集します（→Ｐ.12）

レコードを削除します（→Ｐ.14)

レコードを印刷します（→Ｐ.14)

右のアイコンでレコードを操作する際の
対象レコードを選択します

レコードの並び順を変更します（→Ｐ.14)

※このタブは RefShare をご利用でない場合は” フォルダの整理” と表示されます。ツール類拡⼤図

レコードの表⽰形式を変更します

ドラッグ＆ドロップでレコードを操作

ユーザー情報を更新するには

アカウント作成時に登録したユーザー
情報を更新するには、上部メニューの
プロフィール更新をクリックします。
プロフィール変更画⾯で情報を修正し
たらプロフィールを保存するボタンを
押すと情報が更新されます。

あまり使わない項⽬は、右上の⾮
表⽰アイコン（-）をクリックす
ることで折りたたむことが出来ま
す。再表⽰するには再表⽰アイコ
ン（+）をクリックします。

Point

Point ④

③





４

1 ProQuest の検索結果画⾯で、インポートしたい検索
結果にチェックを⼊れます。

２ エクスポートをクリックします。

３ エクスポート先は RefWorksを選択します。

４ 続けるボタンをクリックすると、RefWorks にデータを
エクスポートします。

例）ProQuest のインポート⽅法

１

２

３

４

1 インポートしたい検索結果にチェックを⼊れます。

2 ダイレクトエクスポートをクリックします。

3 次のページで RefWorks のアイコンをクリックすると、
⾃動的にRefWorks にインポートされます。

例）医中誌 Web のインポート⽅法

3

１

２





２-2．RefWorks 内から検索して取り込む
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RefWorks の中に検索システムを持つデータベースの場合、RefWorks 内で検索して、検索結果を簡単にインポートすることができます。

PubMed、海外の OPAC（Cambridge University Library -Newton Catalogue,Dartmouth Library Catalog,
Stanford University-Socrates ,…）など

RefWorks 内に検索システムがあるデータベース

２

１

1

２

３

メニューバーの検索から外部データベースを選択します。

検索のドロップダウンメニューから PubMed を選択
します。

クイック検索 もしくは 詳細検索で、検索語を⼊⼒
し検索をクリックします。

４ 検索をクリックします。

クイック検索…1 つの条件で⼿軽に検索します。

詳細検索…フィールド（著者名、表題、出版年など）
を指定し検索します。キーワードは4つまで設定でき、
それぞれ and/or/not を指定できます。
  をクリックするとキーワードを追加できます。

５ 検索結果を確認して、インポートしたいレコードの
左側にあるチェックボックスにチェックを⼊れます。

６ インポートをクリックします。

７ ポップアップが表⽰されるので、OK をクリックす
るとインポートします。

３

４

５

６

７

例）PubMedの場合





２-4．⼿⼊⼒で新規レコードを追加する
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⼿⼊⼒でレコードを追加することもできます。ジャーナルや書籍だけでなく新聞記事やウェブサイトについてのレコードを作成するこ
とも出来ます。

１

1 メニューバーからレコード→新規追加を選択します。

２ 出⼒フォーマット、レコードのタイプを指定ししま
す。

３ 選択した出⼒フォーマットに必要な項⽬のみが表⽰
されるので、各項⽬を⼊⼒していきます。
※その他の項⽬は⾮表⽰になっており、その他の項
⽬をクリックすると表⽰されます。

４ 保存する をクリックします。

４

２

３

資料タイプによる参考⽂献リスト出⼒形式の違い

・アートワーク
・ウェブサイト
・オンラインディスカッションフォーラム
・ケース / 判決
・コンピュータプログラム
・パーソナル・コミュニケーション
・ビデオ /DVD
・モノグラフ
・⼀般記事
・会議プロシーディング
・公聴会

以下のように様々な資料タイプがあります。参考⽂献リストは資料タイプによって出⼒形式が異なります。
・助成
・動画
・博⼠論⽂
・博⼠論⽂、未出版
・地図
・報告書
・学術論⽂
・抄録
・新聞記事
・書籍

例 ) APA のフォーマットで作成した参考⽂献リスト

学術論⽂の場合

ウェブサイトの
場合

Serletis, D., & Bernstein, M. (2007). Prospective study of awake craniotomy used 

routinely and nonselectively  for  supratentorial tumors Journal of Neurosurgery, 

107(1), 1-6. doi:10.3171/JNS-07/07/0001 

・書籍、監修
・未発表資料
・楽譜
・法律 / 法令
・特許
・章
・議案 / 決定
・録⾳
・雑誌記事
・電⼦ジャーナル

Point

著者

DOI巻・号・ページ

発⾏年 論⽂名

ジャーナル名

斎藤彬夫 . (2011). DME( ジメチルエーテル ) 燃料普及のための提⾔ . Retrieved 1/1, 

2011, from http://www.jsme.or.jp/teigb01.htm 
著者 出版年 表題 アクセス年⽉⽇

URL

⑥





２-6．RSS フィードから取り込む
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RSS フィードへのリンクを作成し、RefWorks にダイレクトにこれらのフィードをインポートすることが可能です。

１

1 メニューバーの 検索 から RSS フィード を選択しま
す。

PubMed の検索結果画⾯上部の RSS をクリックし
ます。

XML ボタン を右クリックしリンクのコピーをク
リックし、RefWorks の RSS フィード URL に貼り
付けます。

２ RSS フィード URL に URL を⼊⼒し、 RSS フィードを
追加 をクリックします。

３ ポップアップに “RSS フィードを読み出してもよろし
いですか？” と表⽰されるので、 OK をクリックしま
す。

４

１

２

登録したRSSが読み出されます。検索結果を確認して、
インポートしたいレコードの左側にあるチェックボッ
クスにチェックを⼊れ、インポート をクリックします。

２

3

４

２
１

例）PubMed RSSFeed の追加⽅法

Web サイトの⾒出しや要約などのメタデータを構造化して記述する XML ベースのフォーマットです。主にサイトの更新情報を公
開するのに使われています。RefWorks においては主にデータベースに新しく追加された⽂献情報のみを簡単に表⽰させる⽬的で
使⽤します。定期的に最新情報をチェックしたい場合に便利な機能です。

RSS フィードとは？Point ⑧



3-１．新規フォルダを作成する
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インポートしたレコードはフォルダで分かりやすく整理することが出来ます。RefWorks における” フォルダ” とは、レコードに付与す
るフラグやステータスのようなものです。通常の Windows などで” フォルダ” と呼んでいるような、データを移動させるようなものと
は違いますのでご注意ください。

１

1 メニューバーの下にある フォルダの作成 をクリッ
クします。

２

※

３

２ フォルダの新規作成画⾯が⽴ち上がります。新しく
作成するフォルダ名を⼊⼒します。
サブフォルダの作成をクリックすると、１つ下の階
層にフォルダを作成できます。

３ 作成 をクリックすると新規フォルダが作成されます。

3-2．レコードにフォルダフラグを付与する

3-３．レコードからフォルダフラグを除去する

２

３

１

1 レコード⼀覧画⾯で、フォルダに追加するレコード
にチェックを⼊れます。

1 フォルダを選択します。

２ フラグを除去したいレコードにチェックを⼊れます。

３ フォルダから除去するアイコン（   ）をクリッ
クします。

3-４．フォルダを閲覧・管理する
1

２

フォルダの整理および共有タブ をクリックします。

２ フォルダアイコン（   ）をクリックし、追加す
るフォルダを選択します。

３ フォルダへ追加されたレコードには、フォルダ名が
表⽰されます。

レコードは複数のフォルダに追加することが出来ます。複
数のフォルダに追加されている場合は、フォルダ名が複数
表⽰されます。

複数のフォルダに追加した場合、どのフォルダからレコー
ドを削除しても全てのフォルダからレコードは削除されま
すのでご注意ください。

フォルダ名をクリックすると、フォルダごとにレコー
ドを閲覧できます。（メニューバー参照→フォルダか
らも可能）

各フォルダのアイコン（   ）をクリックすると
下記の操作ができます。

重複レコードの削除については 14 ページ、
フォルダの共有については 22 ページをご覧ください。

  …サブフォルダの作成

  …フォルダ名の変更

  …フォルダを空にする

  …フォルダの削除

  …重複レコードの表⽰

３．レコードをフォルダで整理する

 

※

※

※

１

２

※

レコードの編集画⾯でフォルダフラグを除去することも
できます（→12 ページ の 4-1 参照）

１
３

２





よく使う検索式は保存しておくと、次回からの検索が楽になります。
・検索式を保存するには…
詳細検索画⾯で検索条件を⼊⼒したら、保存ボタンをクリックします。検索式に名前
をつける画⾯が表⽰されるので、名前を⼊⼒し保存ボタンをクリックします。
・保存した検索式を使うには…
詳細検索画⾯上部のプルダウンから検索式を選択します。

5-1．クイック検索

検索式を保存する

13

Point

１

※

1 画⾯右上にある検索窓にキーワードを⼊⼒し 検索 
をクリックすると検索語を含むレコードを検索して
表⽰します。

検索窓の右横にあるクリップのアイコンをクリック
すると、検索対象に添付ファイルを含めるかどうか
設定できます。

…添付ファイルを含む     …添付ファイルをを含まない

5-2．詳細検索

１
1 詳細検索ではフィールドを指定して検索したり、複

数のキーワードを掛け合わせて検索することが出来
ます。
メニューバーの 検索 から 詳細検索 を選択します。

２ ドロップダウンメニューから検索フィールドを指定
して検索します。

複数のキーワードで検索する場合は、  をクリック
してキーワードを追加し、キーワード間の演算⼦

（and/or/not）をドロップダウンメニューから選択
してください。

特定のフォルダ内のレコードのみを検索したい場合
は｢検索対象のレコード｣で選択したフォルダからに
チェックを⼊れてください。

３ 検索ボタンをクリックします。

5-3．索引から検索

1 メニューバーから 検索 → 著者名で探す / キーワー
ドで探す / ジャーナル名で探す を選択すると、索引
から検索できます。

１

２

３

さまざまな⽅法で RefWorks 内を検索できます。

 

５．レコードを検索する

※

※

※

⑩



6-1．レコードを並べ替える
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１
1 表⽰順を変更するには 並べ替え のプルダウンから

並び順を選択します。

通常、レコードは著者名順に表⽰しています。

6-2．レコードを印刷する

１

２

1 印刷するレコードにチェックを⼊れます。

３ 印刷オプション画⾯が表⽰されるので、出⼒フォー
マットをプルダウンから選択します。

４ レコードを印刷する をクリックします。

６-4．重複レコードを削除する
1 メニュ－バー 参照 → 重複データ → 完全⼀致 また

は 部分⼀致 を選択します。

２ 重複レコードが並んで表⽰されます。
重複しているレコードの⽚⽅にチェックが⼊ってい
るので、このまま削除ボタン（   ）をクリック
すると、重複レコードが無い状態になります。

１

２ 印刷アイコン（   ）をクリックします。 

6-3．レコードを削除する

１

２

1 削除するレコードにチェックを⼊れます。

２ 削除ボタン（   ）をクリックします。

２ レコードを削除する をクリックすると選択したレ
コードが削除されます。

６．レコードを管理する

※

２

削除したレコードは⾃動的に 削除されたレコードフォルダ（メ
ニューバーの参照→削除されたレコード）に保存されます。いっ
たん削除したレコードを復元させたい場合は、復元させたいレ
コードにチェックを⼊れ、復元ボタン（   ）をクリックします。
※削除されたレコードフォルダに保存されたレコードは、30 ⽇
経過すると完全に削除されますのでご注意ください。

削除したレコードを復元したい場合は…Point ⑪



アカウントの保存（バックアップ）と復元

6-5．レコードを PC に保存する（エクスポート）

15

１ メニューバーの レコード から エクスポート を選択
します。

２ エクスポートの対象、フォーマットを選択します。

３ エクスポート  をクリックします。

⽂字化けする場合は⽂字コードを Unicode に変更し
てください。

１

３

※

２

所属機関が変わった時など、別の RefWorks アカウントにデータを移動する際は、まず古いアカウントでバックアップを取り、
新しいアカウントで復元を⾏います。

・アカウントを保存する（バックアップ）

1 メニューバーの ツール から バックアップ / 復元 
を選択します。

２ バックアップをクリックします。

３ レコード /RSS/ 添付ファイル からバックアップを
取るものにチェックをいれます。

４ バックアップをとる出⼒スタイルを選択します。

５ バックアップの実⾏ をクリックします。

３

１

５

２

４

・復元する

２ 復元 をクリックします。

３ レコード /RSS/ 添付ファイル / 出⼒フォーマット
 から復元するものにチェックをいれます。

４ 参照 をクリックして、復元するバックアップファ
イルを選択します。

５ 復元の実⾏ をクリックします。
４

２

３

４

1 メニューバーの ツール から バックアップと復元 
を選択します。

１
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RefWorks を使えば、煩雑な参考⽂献リストの作成も⾃動的に⾏えるようになります。

参考⽂献リストとは？

RefWorks を使って参考⽂献リストを⽣成するには…

論⽂やレポートを作成する際には、末尾に” 参考⽂献リスト” をつけなければなりません。
“参考⽂献リスト” とは、その論⽂中で引⽤した⽂献をリスト形式で並べたものです。形式は投稿先ごとに異なります。

RefWorks を使って参考⽂献リストを⽣成する⽅法はいくつかあります。

RefWorks 内で参考⽂献リストを書き出
し、コピーして論⽂に貼りつける

１7ページへ １8，１9ページへ 20ページへ

⽣成操作が最も単純で簡単
⽂中引⽤を⼊れる作業は⼿作業となる

であることが分かった。
である。
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ワンクリックで論⽂中に引⽤記号を
挿⼊し、保存した論⽂から参考⽂献
リストを⽣成。

⽂中引⽤を⼊れる作業も⾃動的に
⾏われる
Write-N-Cite というソフトをイン
ストールする

であることが分かった。1
である。2, 3
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RefWorks 内で引⽤記号をコピーし、
論⽂中に貼りつけ、保存した論⽂か
ら参考⽂献リストを⽣成

１．対象レコードから⽣成 ２．Write-N-Cite を使って⽣成 ３．引⽤記号から⽣成

ソフトのインストールは不要
⽂中引⽤を⼊れる作業も⾃動的に
⾏われる
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≪例≫nature の投稿規定に合わせた参考⽂献リスト

巻は太字にする 発⾏年はかっこでくくる

細かいルールが多く、⼿⼊⼒するのは⼤変…

RefWorks で参考⽂献リストを⾃動⽣成しましょう！

⽂中引⽤が挿⼊されている

概要

特徴

出⼒
イメージ

⼿順

７．参考⽂献リストを作成する

おすすめ！
ソフトをインストール
出来ない場合はこちら

著者が複数名いる場合は第⼀著者のみを
表記し、その他は「et al.」（斜体）とする 雑誌名は斜体にする
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